
 

  

  

 

     

 

 

 

 

新潟 RC7 月第 2 例会 (2016.7.12) №３１４２ 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱  

 

(2) 宇尾野 隆会長挨拶 

2016年 7月 12日 ＲＩ規定審議会と地区運営改善委員会

について 

本日は、4月にシカゴで開催されましたＲＩ規定審議会と 2560

地区の地区運営改善案のお話をさせていただきたいと思いま

す。2つは、ともに去る 6月 18日(土)に長岡で開催された地区

リーダーシップ会議でそれぞれ報告と提案がありました。ロー

タリーの友 6月号に掲載されましたように、今年の 4月 10日

～15日にシカゴでＲＩの規定審議会がありました。世界 532地

区より代議員が集まり当2560地区からは、鈴木重壱パストガバ

ナーが代議員として審議会に出席し、立法案を審議してきた

そうであります。立法案は、制定案と決議案の 2種類でありま

すが、制定案では117件が提案され、その内47件が採択され

ました。決議案は 64件の提案があり、14件が採択されたそう

であります。合計で 61の改正案が採択されたということになり

ます。今回のＲＩ定款の改正は、改正案の数の多さもあります

が、従来のロータリーの定款と大きく変わったところが多くあり

ます。いくつかの重要な改正点をご紹介したいと思います。  

1つ目は、「制定案 16-38 会員身分の制定を変更する件」で

あります。 現行は、会員資格には「一般的に認められた有益

な事業や専門職務の所有者、共同経営者(パートナ)、法人役

員、支配人のいずれかであること」といった条件が示されてお

りましたが、これを「善良さ、高潔さ、リーダーシップを身をもっ

て示し、職業上および（または）世界において奉仕する意欲の

ある成人によって構成されるものとする」に変更しました。これ

によって、職業人であるということが、資格からなくなるというと

いうことになります。次に、反響の大きかったものは、「規定案

16-21 クラブ例会と出席に柔軟性を認める件」であります。現

行では、「本クラブは毎週 1回、細則に定められた日および時

間に定期の会合を開かなければならない」とあります。あくまで

も、毎週を基本としますが、それ以外に、少なくとも月 2回以上

でもよいという文言が追加されました。これにより、例会は月 2

回以上ならよいということになります。これは、中東諸国などの

戦時下のクラブでは、毎週定時、同じ会場で例会がもてない、

または、インド・ブラジルなどの新興国では、若くして起業した

ベンチャー企業のメンバーが多く、毎週例会の時間がとれな

いといった理由があるようであります。 

次に「制定案 16-17 クラブ会員の入会金を廃止する件」が採

択されました。しかし、クラブの裁量によって、クラブ協力金な

どの名称に変更をすれば、従来どおり新会員から徴収ができ

るということでありますので、現状と変わりないと思います。続

いて、「制定案 16-99 人頭分担金を増額する件」が採択され

ました。これは、本年度のＲＩ人頭分担金が、会員1人当たり56

ドルでありますが、次年度は 60 ドル、次々年度は 64 ドル、

2019-2020年度は68ドルに増額するものであり、年間4ドルず

つ増額されます。ＲＩでは、財政状況が厳しく、この増額によっ

て、将来的に財政が安定すると言っています。 

以上が、影響の大きい改正点がありますが当クラブとしても、

充分検討した上で、最も適したかたちで定款と細則を改正して

いかなければならないと思います。そこで小山ロータリー情報

委員長をリーダーとして、定款・細則改正検討委員会を設置し

ました。なるべく、速やかに改正案を検討し、会員の皆様にご

案内をさせていただきたいと思います。 

次に地区運営改善委員会の地区ガバナー事務局の改善案に

ついてお話をさせていただきたいと思います。 

現状では、単年度ごとにガバナーの出身クラブによってガバ

ナー事務局の所在地が変わります。 

それによって、次のような問題が生じています。 

①事務局の所在地が毎年変わるので、経済的負担が大きい。 

②経験ある事務局員の移動ができないため、人材育成(必要

なキャリアの集積)が困難。 

③持続性を求められるセクション 

（ロータリー財団、米山記念奨学委員会、青少年奉仕委員会、

インターアクト、協働ネットワークセンターなど）の対外的信頼

度が希薄になっている。 

このような問題を解決するために、地区諮問委員会内で、ガバ

ナー事務所の固定化を検討してきたそうです。 

今後は、地区内に地区運営改善委員会を設置し、本年度のク

ラブ会長の理解を求めて、地区大会での決議によって実施の

方行へ進めていきたいそうであります。 

そして、ガバナー事務局固定化のもう 1つの理由としては、近 

年ガバナー候補の選出が難航していることがあげられます。 

その原因は、 

①ガバナーの負担が大きい。 

・諸案件をゼロから構築しなければならない。 

・ガバナー事務局員の育成が困難である。 
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②ホストクラブの負担が過大である。 

・ホストクラブとして必要な諸案件をゼロから構築しなければな

らない。 

・各種大会の準備が困難。 

③ガバナーの選出基準がない。などであります。 

この2つの問題の対応策として、今まで一箇所であったガバナ

ー事務所をガバナー事務所と固定化された地区事務所に分

離するという案です。ガバナー事務所は人事、行事の策定、

公式訪問スケジュールの調整などを行ない、ガバナー、地区

幹事、地区会計長で対応、事務局は、ガバナー輩出クラブ事

務局に設置する。これにより業務量は 10%～20%になると推測

されます。地区事務所（固定）は、継続性が求められるセクショ

ンの事務処理が主体となり業務量は、80％から 90％となると思

われます。また、地区事務所の事務員を固定化することにより

経費を 20％圧縮することができるそうであります。ガバナー事

務所と地区事務所間は、ＴＶ会議システムで結ぶことを考えて

いるそうです。これにより、小規模クラブからでも、ガバナーを

輩出しやすくしていくということであります。そして 2つ目の対

策としてガバナー選出の分区輪番制を確立するということであ

ります。地区には 7つの分区がありますが、第 1分区→第2分

区→第 3分区→第 4分区→第 5分区→第 2分区→第 6分区

→第 7分区の順番でガバナーを選出していくことをルール化

しようということであります。第 2分区のみ 1ローテーションで 2

回ということになります。11月の地区大会までに、この地区運

営改善委員会を数回開催し、詳しく検討していくそうでありま

す。次回は8月7日ということで私の方にも、ご案内がきていま

すので、会員の皆様に随時ご報告させていただきたいと思い

ます。本日は、RI規定審議会と地区運営改善案についてご報

告させて頂きました。 

(3) ビジターの紹介 

白根 RC 小山直樹会長、関根功雄幹事 

チャーターメンバー 小暮達明君 

(4) 新会員の紹介 

 

 

 

 

 

NST営業企画本部に勤務しております川下と申します。 

NST には 2007 年 4 月からの入社で、以来新潟で生活をして

おります。私の出身地は島根県松江市です。前職は島根県松

江市に本社がございます山陰中央テレビという同じフジテレビ

系列の会社に勤めておりました。前職時代は東京支社の勤務

が長く主に営業担当をしておりましたが、約 10年前に NSTが

経験者の中途採用を募集していたところに応募して転職いた

しました。NSTでは入社後内勤を約２年経験、2009年から新潟

営業部で仕事をしておりました。今年の6月から営業企画本部

全体を統括することになり、新潟以外にも東京・関西・長岡・上

越・ゆきぐに魚沼といった各支社にも足を運ばねばならず、出

張が増えてまいりますが、できるだけは新潟ロータリーの例会、

行事には参加したいと考えております。何卒よろしくお願い致

します。 

(5) 同好会報告 

高橋清文野球同好会監督  ７月６日（水曜日）に７RC親

善野球大会の幹事会が開催されました。今回は当クラブが

幹事クラブの為、同好会メンバー全員で対応してまいる所

存です。当日は組み合わせ抽選が行われ、幸いにも優勝

未経験のクラブとの対戦になり、展開に寄っては決勝進出

も夢ではなくなりました。何とか少しでも夢に近づけるように

９月より練習に励んで行きたいと思います。 

(6) 各種ご寄付の発表 

米山奨学会寄付発表(小林 敬直委員長) 

徳山 啓聖君 小林  悟君 

小林 敬直君  

青少年育成基金寄付発表(白勢 仁士委員長) 

樋熊 紀雄君 白勢 仁士君 

(7) ニコニコボックス紹介 

・宇尾野 隆君 白根ロータリークラブ、小山会長、関根幹

事、チャーターメンバーの小暮達明さんを歓迎して。 

・小飯田 澄雄君 白根RC,会長幹事、チャーターメンバー

の小暮達明さんを迎えニコニコです。 

・大澤 強君 誕生日プレゼント有難うございました。高校

野球も新潟大会が始まり日々楽しみです。 

・仙石 正和君 先日、結婚記念日のお花を頂戴いたしま

した。美しい、そして暖かい感じのお花で家内ともども、喜

んだ次第であります。ありがとうございました。 

(8) 幹事報告（内田 直紀幹事） 

・例会終了後、新会員オリエンテーションを４階「朱鷺の間」

で行います。 

・第１５回全国囲碁大会のご案内が届いております。2016

年10月15日（土）東京で開催されます。詳細、申込みはク

ラブ事務局へお願い致します。 

(9) 事業計画の発表 

1 親睦委員会 岡村健吉 2 社会奉仕委員会 小林建 、

3 国際奉仕委員会 玉知夫 4 Ｒ財団委員会 樋熊紀雄 

5 米山奨学委員会 小林敬直 6 ＲＡ委員会 大澤強  

7 ＩＡ委員会 秋山博一 8 ライラ委員会 塚田正幸 

9 青少年育成基金管理委員会 白勢仁士 

 

(10) ７月１２日例会の出席率 ８１．７２  ％ 

会員数９３名（出席免除会員 ７名） 

出席者 ７６ 名（出席免除会員７名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８３．８７  ％) 

 

７月２６日の例会予定 

「前橋クラブとの合同納涼例会」 

１７:３０開会 於 イタリア軒 

NST 取締役営業企画本部長 

川下 総一君 

ご紹介 小田 等君 

所属委員会 プログラム委員会 


